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第1学年 結果と傾向
l 結果 (隅董対象生徒放 1420名)
敢学科調査閏月 (敢t関係) 第1学年 姐 番






E] xとyu,,J,･L･が如 )如)ようにな- し､ますG
l)くU)1りいに芥えなさい｡




















































































































































第 2 学 年 兼吉 黒 と イ頃 向
1 糸吉 果 (調査対象生徒数 492名 現在,央 計を続行 中)
数学科調査問題 (数量関係) 第2学年 _ 組 _ 香
□ yが ェの 1枚関数で次の最のような祖をとっている.
この とき.最の空 らんにあてはまる故を求めなさい｡

















(i) I-5のとき,y=3で. xが 5増加するとyは 2
増加する｡
(2) グラフが 2点 (2.3),(-5,-1L)を通る｡

















気がつい た ことを書 きましょう.
回 1からほ て故字をかいたカ- ドが 1枚Tつありま










1次関数の式か らその グラフの切片 をと
らえることについては達 成率 は 80.9%で
あ り,理解 されているといえる｡一方,傾
きは 62.8% だが,つ まず き反応 の 中で 3
Xが 18%であ り,答 え と しては正 しくな




回 については,達成率は 68.9%であ り,
｢傾 き｣や ｢平行｣ とい う用語 を使 って グ
ラフについて気がついたことをきちん と表
硯 してあった｡ただ し,比例 とい う言葉 を




変化の割合の知識 ･理解 とその使い方 に
つ いて確 かめ てい る｡達 成率 はそ れぞ れ
24.1%と 2l.5%であ り, とて も十分 とはいえ
ない｡ ここでは,安易 に x-4を関係式 に









(I)の達成率 は L5,6%, (2)は 31.9%
(3)は 33.5%で あ る｡条件 を読み と り,㈲
係をiU二表す ことがで きているとはいえな
い状況である｡特 に, (日 については.深
刻 な状況であると言わ ざるを得 ない｡条件
に背 かれていることか ら, グラフの概形 を
かいてみ ることを指導 した り,生徒 にこと
ばの意味 をきちん と理解 させた りす るこ と
が必要だ と思 われる｡特 に,変化の割 合の
学習 については,生徒 が理解で きて定着す
る ように指導することや, グラフの傾 きと
同 じであることを生徒 に定着 させ るなどが
急務 であ り,課題が山積 している｡
｢1次関数の意味｣
(問題B]①② )
① の達成率 は 53.7%,② は 56.1%である｡
変化の割合 を求めるときには表 を使 うこと





がで きているとい うことは言いに くい｡確
率の問霞 に限 らないが,間過文の長 さに起
因す るか もしれない｡ また,奇数や 3の倍




第 3 学 年
1 結果 (調査対象生徒数 1005名)
釆吉 巣 と イ頃 向
数学科調査問題 (数丑関係) 第 3学年
rn 次のrlyS合.I. yu)髄順 左心 こkL/E':さし ､O
(1) yはru)2-1三に化 糾し.I--3の ときy-72P.h
る っ
(2) 捌執y-nx2で,==2の ときy=-tiであるO
@ ] 舶 y-2I ･lについて xの旭が 3/).(,Sまで増加
するときの変化の割合を求めなさい｡
変 化 u )'A71合 7こ1 4%
回 F･.;いところから物 を脚 に許 とす とき.=f･川,AL王で
にr'存t)ろ地相 をymとす ると.y-5ユ･2い り相順 があ り
ます｡ この運動について2秒後か ら4ノ抄後.EでO)問の
平qu)速 さ/a･.TRめなさいB
41 0% (52 10/O)
( 7lltl.'[/IL,▲正いJtL.?〝l/:一U)
h] 川 )馴 ま 3,)の悌l散
y-巨 y-12･ y=-iI2






















43 5% (55 0%)



















(3)AC C とl三 1 3の L-き.Oの姑を求Lt')な さい.
-40-
2 傾向
(1) 達成率が高い指導内容
｢条件から関数 y-ax2の式を求めること｣
(問題血)
xとyの値,グラフで通る点などの様々な条件
をあてはめて.aの値を求めるPuF個 で.TF答率は
76%,82%と高く,よくFi解がされていると
言える｡
｢関数 y-ax2のグラフを見分けること｣
(問題凪)
放物線のグラフと式の関係をとらえる問題で
あるOグラフの特徴から.比例定数aOl)正負 ･大
小をとらえ,式を選択する｡3つの式の中から選
択すると言う容易さもあるが,達成率 91%,
89%,92%と特に高く,グラフをかいたり式
を読み取ったりという練習がよくできていると考
えられる｡
｢関数y-ax2のグラフと,直線との交点の
座標を求めること｣ (問題B]の (1))
x座標は他の点と等しく,その値を式に代入す
ることでy座標も求められる｡やや困難ではない
かと考えたが.達成率80%とある程度lT.7;い敬佃
が得られたOこのような問越はよく取り組んでお
り,その方法を別解しているということが考えら
れる｡
｢変化の割合を求めること｣ (問題E])
(変化の割合)
- (yの増加虻)/ (xの増加馳)
を用いて変化の割合を求める問題で,達成率7
3%はある程度高いといえるのではないかo考え
方の欄をみると,正答のうち約 1/5の人が怖略な
公式 ｢y-ax-2で.xがmからnまで変化した
昧 a(m+∩)｣を用いていたC
(2)達成率が気がかりな内容
｢自然現象と数学の変化の割合を結びつける
こと｣ (問題5])
f-巨に変化の割合を求めるHFl凹E)の達成率
70%と比較してみると,このIH帖io)4lU/,汁
やはy)低いとT,=-言わざるを得ない.
(速さ)- (道のV))÷ (時間)は多くの/i徒に
部解されているが,この間匙の ｢汀'-EJの速さ｣が
変化の割合そのものであるということがあまり意
放されていない｡
制勝E]で,TGr略な公式を用いて変化の割合を求
めた人も,問題血ではこのやり方を使っていない
人が多い｡
公式として利用するのはよいが,,旨味刑巨.て
いないということも言えるかもしれない｡
｢動点による面積変化を関数としてとらえる
こと｣ (問題B])
図形の辺上を点が動く問越は,その変化の様子
がイメージしにくいためか.最初からあきらめて
いる生徒も多い｡
2点が連勤しで動くことや,毎秒2cmO)速さ
で軌くということなども達成率をいくらか下げる
噂因になっていると考えられる.特に(3)のグラフ
は縦軸と硫軸のとV)方も遠い,関越b]のグラフに
比べ威難なものであったと考えられる｡動′尉こよ
る面瑚変化ということで,変域を考える必要があ
るが,単にy-2x'Zのグラフをかいてあるのが
全体の10%程度あった｡
｢y-ax2のグラフ上の線分の比を用いてa
の値を求めること｣ (問題B]の (3))
(1)の点Bの座標が求められていないと考えら
れないという生徒t)多く,それが達成率に影響し
ているところt)あるが,無答が39%あり,どう
考えたちょいか分からなかった生徒も多いo
考え方は点Bの座標と比から点Cの斥標を求
めて,それを式に代入する方法が多いが,点Cの
座標を (3,9a)とし.比の式にあてはめて求
めるものもあったo考え方は空欄で ,正答だけか
いたものもあり,比と放物線の意味から求めたも
or)か,ただでたらめにかいたものか見分けられな
い隻､のもあったD
(木村 iJlf/坐)
-Lll-
